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笑顔あふれ、　喜びの声ひびく

ＪＲ只見線「只見駅―大白川駅」間 再開通
午
前
８
時
３９
分
に
待
望
の
一
番
列

車
が
只
見
駅
に
到
着
す
る
と
、
町
民

や
只
見
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
、
鉄

道
フ
ァ
ン
ら
が
小
旗
を
振
り
な
が
ら

「
お
か
え
り
只
見
線
」、「
待
っ
て
た

よ
」
な
ど
と
歓
声
を
あ
げ
、
笑
顔
で

出
迎
え
ま
し
た
。

新
潟
県
の
小
出
駅
を
午
前
７
時
２０

分
に
出
発
し
た
一
番
列
車
に
は
目
黒

町
長
は
じ
め
、
只
見
町
民
や
魚
沼
市

民
、鉄
道
フ
ァ
ン
ら
約
６０
名
が
乗
車
、

出
迎
え
た
皆
さ
ん
に
車
窓
か
ら
大
き

く
手
を
振
っ
て
、
到
着
を
喜
び
合
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
乗
客
と
出
迎
え
た
皆
さ

ん
全
員
で
駅
ホ
ー
ム
に
並
び
、
お
祝

い
の
横
断
幕
を
掲
げ
写
真
撮
影
を
行

な
っ
て
記
念
す
べ
き
日
を
思
い
出
と

し
て
残
し
ま
し
た
。

１０
月
１
日
の
再
開
通
に
合
わ
せ
、

Ｊ
Ｒ
只
見
線
Ｓ
Ｌ
運
行
事
業
実
行
委

員
会
が
主
催
し
た
「
お
か
え
り
な
さ

い
只
見
線
＆
地
酒
『
岩
泉
』
の
ダ
ブ

ル
復
活
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
が
只
見
駅

前
で
行
わ
れ
、
只
見
線
の
乗
客
や
関

係
者
約
３
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
同
実
行
委
員
会
会
長

の
目
黒
町
長
が
「
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

再
開
通
を
待
ち
望
ん
で
い
た
な
に
よ

り
の
証
。
さ
ら
に
全
線
の
再
開
通
を

目
指
し
活
動
を
行
う
。
こ
れ
か
ら
も

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
地
域
発
展
の

た
め
前
に
進
ん
で
い
く
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

続
い
て
相
澤
義
博
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台

支
社
総
務
部
企
画
室
担
当
部
長
が

「
皆
さ
ん
の
お
か
え
り
な
さ
い
の
一

言
が
心
に
響
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
会
津
の
観
光
を
、
只
見
町
を
、
奥

会
津
を
元
気
に
す
る
た
め
、
只
見
線

の
全
線
再
開
通
に
向
け
努
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。次

に
、
鈴
木
一
夫
南
会
津
地
方
振

興
局
次
長
並
び
に
杉
浦
孝
幸
福
島
県

鉄
道
活
性
化
対
策
協
議
会
事
務
局
長

が
祝
辞
を
述
べ
、
只
見
線
の
復
活
を

祝
い
ま
し
た
。

今
は
存
在
し
な
い
「
只
見
酒
造
」

が
昭
和
１５
年
ま
で
販
売
し
て
い
た
只

見
の
地
酒
「
岩
泉
」
が
７０
年
以
上
の

と
き
を
越
え
、
只
見
線
再
開
通
と
同

日
に
復
活
、
再
び
販
売
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
地
酒
「
岩
泉
」
は
只
見
産

の
酒
米
「
五
百
万
石
」
を
使
い
会
津

酒
造
（
南
会
津
町
）
で
製
造
さ
れ
た

も
の
で
、
こ
の
「
岩
泉
」
の
復
活
も

祝
い
、
菅
家
俊
一
只
見
町
商
工
会
長

の
音
頭
で
、「
岩
泉
」
に
よ
り
乾
杯

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
７
月
に
発
生
し
た
「
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
」
に
よ
り
列
車
の
運
行
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
「
只
見
駅
―
大
白
川
駅
（
新
潟
県
魚
沼

市
）」
間
が
１０
月
１
日
に
再
開
通
し
ま
し
た
。
豪
雨
災
害
以
降
、
同
駅
間

（
２０
・
８
㎞
）
の
列
車
運
行
は
初
め
て
で
、
１
年
２
ヵ
月
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

待
望
の
一
番
列
車
到
着

再
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト

只
見
の
地
酒
「
岩
泉
」
で
乾
杯

▲只見駅に到着した一番列車

▲参加者全員で乾杯！
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笑顔あふれ、　喜びの声ひびく
イ
ベ
ン
ト
で
は
、地
酒
「
岩
泉
」

が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

再
開
通
記
念
コ
イ
ン
が
配
ら
れ
た

り
、
抽
選
会
や
物
産
販
売
な
ど
が

行
わ
れ
、
楽
し
く
再
開
通
と
「
岩

泉
」
の
復
活
を
祝
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
た
鈴
木

稔
さ
ん
（
只
見
）
は
只
見
線
の
再

開
通
に
つ
い
て
「
東
京
や
小
出
に

出
か
け
る
と
き
只
見
線
が
と
て
も

便
利
。
地
域
の
生
活
路
線
で
す
。

一
日
も
早
く
全
線
が
再
開
通
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
、

「
岩
泉
」
を
試
飲
さ
れ
た
感
想
を

「
只
見
の
地
酒
が
復
活
し
て
良

か
っ
た
。
コ
ク
が
あ
り
香
り
が
良

く
ま
ろ
や
か
。こ
れ
が
只
見
の
味
、

冷
や
し
て
飲
む
の
が
い
い
と
思

う
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
は
、
午
前
９

時
３０
分
に
只
見
駅
か
ら
新
潟
方
面

に
出
発
し
た
列
車
を
参
加
者
全
員

で
手
を
振
っ
て
見
送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
潟
県
の
小
出
駅
で
も

一
番
列
車
の
出
発
前
に
出
発
式
が

行
わ
れ
、
目
黒
町
長
や
大
平
悦
子

魚
沼
市
長
ら
関
係
者
が
く
す
玉
を

割
り
再
開
通
を
祝
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く
再
開
通
祝
う

只見町や只見町商工会などが国や
ＪＲに対し、一日も早い復旧を願い、
要望活動を行なっている只見駅から
会津川口駅（金山町）の区間（２７.６㎞）
は鉄橋が落ちるなど豪雨の被害が大
規模で、いまだに具体的な方針や対
策は明らかにされていません。奥会
津の自然豊かな山間を走る只見線、
その車窓から眺める四季の景色は絶
景と定評があります。誰もが願う全
線の再開通を目指し、早急に取り組
みを開始してほしいと思います。

なお、只見駅から会津川口駅の間
は代行バスが運行しています。参考
に只見線全体の時刻表を掲載します。
ご覧ください。

只見駅―会津川口駅間
復旧の見通し立たず

只見線・時刻表
【 下 り 】
鉄 

道

駅　名 423D 427D 431D
会津若松  5：59 13：10 16：49
会津川口  8：02 15：03 18：51⇒ ⇒ ⇒

バ
　
　
ス

駅　名 423便 2425便 427便 2427便 431便
会津川口    8：15 14：10 15：35 17：35 19：08

本名    8：20 14：15 15：40 17：40 19：13
会津越川    8：29 14：24 15：49 17：49 19：22
会津横田    8：34 14：29 15：54 17：54 19：27
会津大塩    8：38 14：33 15：58 17：58 19：31
会津塩沢   8：50 14：45 16：10 18：10 19：43
会津蒲生    8：57 14：52 16：17 18：17 19：50
只　見    9：05 15：00 16：25 18：25 19：58⇒ ⇒ ⇒

鉄 

道

駅　名 2423D 2425D 2427D
只見  9:30 15:42 18:35

田子倉  ‖ ‖ ‖
大白川  10:02 16:14 19:07
小出  10:46 16:57 19:51

【 上 り 】

鉄 

道

駅　名  2422D 2424D 2426D
小出  7:20 13:17 17:10

大白川  8:08 14:05 17:58
田子倉  ‖ ‖ ‖
只見  8:39 14:36 18:29⇒ ⇒ ⇒

バ
　
　
ス

駅　名 ４２６便 2422便 ４３０便 2424便 ４３４便 2426便
只　見     7:10 9:20 14:25 15:10 17:45 18:40

会津蒲生     7:18 9:28 14:34 15:18 17:55 18:48
会津塩沢     7:25 9:35 14:41 15:25 18:02 18:55
会津大塩     7:37 9:47 14:53 15:37 18:14 19:07
会津横田     7:41 9:51 14:57 15:41 18:18 19:11
会津越川     7:46 9:56 15:01 15:46 18:23 19:16

本名     7:55 10:05 15:10 15:55 18:31 19:25
会津川口    8:00 10:10 15:14 16:00 18:37 19:30⇒ ⇒ ⇒

鉄 

道

駅　名 426D 430D 434D
会津川口  8:30 15:28 19:03
会津若松  10:38 17:18 20:55

▲小出駅での出発式（目黒町長・左から3人目）

▲列車を出迎えた只見保育所児 ▲にぎわいを見せた記念イベント

▲鉄橋が落ちた只見線（金山町）
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平成23年度

交通安全対策
特別交付金 
1,050千円（0.0%）

分担金及び負担金
24,198千円（0.4%）

使用料及び手数料
27,588千円（0.4%）

財産収入
28.075千円（0.4%）

寄附金 
19,621千円（0.3%）

繰入金
177,035千円（2.7%）

繰越金
171,756千円（2.6%）

諸収入
121,069千円（1.8%）

地方譲与税
70,863千円（1.1%）

利子割交付金
885千円（0.0%）

配当割交付金
395千円（0.0%）

株式等譲渡所得割交付金
81千円（0.0%）

地方消費税交付金
44,495千円（0.7%）

自動車取得税交付金
11,364千円（0.2%）

地方特例交付金 
10,978千円（0.2%）

自主
　財源

町税
　974,840千円
　　　（14.8%）

歳  入

6,574,539

地方交付税 3,158,449千円
(48.0%）

国庫支出金
513,034 千円
（7.8%）

依存財源
76.5％

23.5％

千
円

県支出金
700,863千円
（10.7%）

町債
517,900千円
（7.9%）

歳
入
の
決
算
は
６５
億
７
４
５
３
万

９
千
円
で
前
年
に
比
べ
、
１３
億
３
０

１
６
万
９
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

歳
入
の
う
ち
、
町
税
、
分
担
金
・

負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
等
、
町

が
徴
収
で
き
る
自
主
財
源
は
、
１５
億

４
４
１
８
万
２
千
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
２
億
７
９
４
８
万
９
千
円
増
加

し
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
中
で
最
も
多
い
の
が

町
税
で
す
。
９
億
７
４
８
４
万
円
で
、

歳
入
全
体
の
１４
・
８
％
、
前
年
度
に

比
べ
2
・
3
％
増
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
固
定
資
産
税
に
か
か
る
大
規
模

償
却
資
産
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

自
主
財
源
に
対
し
、地
方
交
付
税
、

国
・
県
支
出
金
、
町
債
等
、
国
や
県

か
ら
の
交
付
や
割
り
当
て
に
よ
る
依

存
財
源
は
、
５０
億
３
０
３
５
万
７
千

円
で
し
た
。

こ
の
依
存
財
源
の
中
で
最
も
頼
り

に
な
る
の
が
地
方
交
付
税
で
す
。
こ

れ
は
、
ど
の
地
方
公
共
団
体
も
等
し

く
事
務
・
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
税
の
う
ち
所
得
税
、
法
人
税
、
消

費
税
、
酒
税
、
た
ば
こ
税
の
一
定
割

合
を
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

決
算
額
は
、
３１
億
５
８
４
４
万
９
千

円
で
し
た
。
歳
入
全
体
の
４８
・
０
％

を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ
７
億
１
０

１
１
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

国
及
び
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
国

庫
・
県
支
出
金
は
１２
億
１
３
８
９
万

７
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
３
億

８
０
２
万
９
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
豪
雨
災
害
に
よ
る
災
害
復
旧

事
業
の
実
施
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
債
は
、
道
路
や
施
設
を
整
備
す

る
た
め
に
借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と

で
、
前
年
度
よ
り
４
１
９
０
万
円
多

い
５
億
１
７
９
０
万
円
借
り
入
れ
ま

し
た
。
主
に
辺
地
債
や
災
害
復
旧
事

業
債
を
利
用
し
ま
し
た
。

決
算
報
告

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
が
、
こ

の
一
年
間
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
普
通
会
計
を
中
心

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
只
見
町
財
政
状
況
等
の

公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
で
す
。

歳
　
入

種　類 前年度決算額 23年度決算額 伸び率
町民税 148,606 152,052 2.3%
固定資産税 767,253 781,173 1.8%
軽自動車税 10,337 10,245 −0.9%
町たばこ税 21,759 26,932 23.8%
入湯税 4,755 4,438 −6.7%
合計 952,710 974,840 2.3%

■町税の決算状況 （単位：千円）
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積立金 
180,900千円（3.1%）

維持補修費160,210千円（2.8%）
投資及び出資・貸付金 
46,700千円（0.8%）

扶助費
199,805千円
（3.5%）

人件費
　809,005千円
　　　（14.0%）

普通建設事業費
531,303千円
（9.2%）

補助費等
511,050千円
（8.8%）

繰出金
849,060
千円

 （14.7%）

物件費
775,332千円
(13.4%）   

公債費
729,581
　 千円
 （12.6%）

義
　務
　　的
　　　経
　　　　費

　　　　  　　　  30.1%

投資的経費
26.3%

そ
の
他
経
費
43.7%

歳  出

5,778,743千円

災害復旧事業費
985,797千円（17.1%）

歳
出
の
決
算
は
５７
億
７
８
７
４
万

３
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
８
億
２

６
１
２
万
９
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

予
算
に
対
す
る
執
行
率
は
７９
・
４
％

で
し
た
。

施
設
や
道
路
な
ど
の
整
備
に
使
っ

た
普
通
建
設
事
業
費
は
５
億
３
１
３

０
万
３
千
円
（
歳
出
全
体
の
９
・

２
％
）
で
、
前
年
度
に
比
べ
４
億
２

７
９
８
万
２
千
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
学
校
施
設
や
野
球
場

の
整
備
が
完
了
し
た
た
め
で
す
。

町
職
員
の
給
与
や
町
議
会
議
員
、

各
種
委
員
会
報
酬
な
ど
の
人
件
費
は

８
億
９
０
０
万
５
千
円
（
歳
出
全
体

の
１４
・
０
％
）
で
前
年
度
に
比
べ
１

５
９
１
万
７
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
潟
・
福
島
豪
雨
な
ど
に

よ
る
災
害
復
旧
事
業
費
は
９
億
８
５

７
９
万
７
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
９

億
８
２
０
２
万
９
千
円
増
加
し
ま
し

た
。

歳
　
出

町財政状況の公表
用語の解説（歳入）
■町税
　町民の皆さんから納めていた
だく町民税や会社の法人町民税、
固定資産税などです。
■使用料・手数料
　町の施設の使用料や住民票な
どの交付の際の手数料です。
■財産収入
　各種基金利子や町の財産を売
払ったお金です。
■繰入金
　各種基金や他の会計から一般
会計へ繰り入れたお金です。
■諸収入
　他の収入科目に含まれない収
入です。預金利子などがありま
す。
■その他
　繰入金や負担金・分担金など
です。
■地方交付税
　国で集めた税金（所得税、法
人税、消費税、酒税、たばこ税）
の一定割合（約３割）を町の財
政需要に応じて一定の基準のも
とに国から交付されるお金です。
どの地域に住む住民にも、一定
の行政サービスを提供できるよ
うにする財源です。
■国庫・県支出金
　事業を行うために、国や県か
ら交付されたお金です。
■町債
　事業を行うために借入れたお
金です。

用語の解説（歳出）
■義務的経費
　支出が義務付けられた経費で
す。人件費・扶助費・公債費な
どがこれにあたります。
■投資的経費
　資産を将来に残すためのお金
です。施設の建設や備品などの
購入費がこれにあたります。
■人件費
　町職員の給与や議員報酬など
です。
■公債費
　事業を行うために借入れたお
金の償還金です。
■扶助費
　児童手当、障がい者等への援
助費など、法令に基づいて被扶
助者に支給されるお金です。
■普通建設事業費
　道路や学校などの新増設のた
めに使われたお金です。
■物件費
　旅費、電気料、郵便料、備品
購入費などの消費的経費です。

町民一人あたりにすると…
（平成24年3月31日現在の人口4,921人）

■普通会計支出額･･･1,174,303円
　（使われたお金）
■町税負担額････････ 198,098円
　（納めていただいたお金）

■貯　金････････････ 947,811円
　（基金に積み立てているお金）

▲災害復旧農地整備（楢戸地区）
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会 計 区 分 歳　入 歳　出 差　引
国民健康保険事業特別会計 555,876 555,876 0
国民健康保険施設特別会計 420,367 411,489 8,878
後期高齢者医療特別会計 122,182 121,588 594
介護保険事業特別会計 549,158 545,241 3,917
介護老人保健施設特別会計 252,271 252,271 0
訪問看護ステーション特別会計 20,408 20,408 0
地域包括支援センター特別会計 9,401 9,401 0
簡 易 水 道 特 別 会 計 258,377 257,423 954
観光施設事業特別会計 29,445 29,445 0
交 流 施 設 特 別 会 計 44,343 44,343 0
集落排水事業特別会計 324,036 324,036 0
朝日財産区特別会計 10,510 240 10,270

合　　計 2,596,374 2,571,761 24,613

種　　　　別 残　高
財政調整基金 944,132
減債基金 686,200
教育施設整備基金等 
他の特定目的基金 2,052,225

土地開発基金 
（土地保有を除く） 101,236

奨学基金等 
他の定額運用基金 212,616

国民健康保険診療所運営基金等 
他の特別会計に属する基金 667,767

合　　計 4,664,176

会 計 名 称 残　高
一般会計 3,748,482
国民健康保険施設特別会計 496,238
介護老人保健施設特別会計 143,498
簡易水道特別会計 654,438
観光施設事業特別会計 12,212
交流施設特別会計 32,300
集落排水事業特別会計 2,413,675

合　　計 7,500,843

種　　別 規模・残高
土 　 　 地 4,098万9,094㎡
建 　 　 物 8万0,107㎡
有 価 証 券 9,058万5千円
出 資 に よ る 権 利 2億3,826万6千円

■特別会計の決算の状況

■借入金残高の推移

■基金（貯金）の概況

■借入金の残高

■財産の状況
　 （一般会計と特別会計に属するもの）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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９
２
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，９
７
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万
円
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６
，７
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２
万
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２
，５
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，５
０
６
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０
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億
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，４
４
３
万
円

79
億
５
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３
万
円

75
億
８
４
万
円

普
通
会
計
の

主
な
事
業（
目
的
別
）
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1
，9
7
2
万
円

体
育
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
補
助
金

�

4
2
9
万
円

■
災
害
復
旧
費

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

�

２
９
，5
0
7
万
円

林
道
災
害
復
旧
事
業�

１
３
，5
8
4
万
円

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

�

３
６
，9
1
7
万
円

公
営
住
宅
災
害
復
旧
事
業�

9
，1
8
6
万
円

示
す
も
の
で
す
。

▽
只
見
町
は
、
５
・
０
％
で
、
昨
年

度
比
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
に
公
債
費

繰
上
償
還
の
実
施
や
大
規
模
償
還

の
完
了
お
よ
び
標
準
財
政
規
模
の

増
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
早
期
健

全
化
基
準
の
２５
・
０
％
と
比
較
す

る
と
、こ
れ
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

▽
一
般
会
計
等
の
借
入
金（
地
方
債
）

や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の

あ
る
負
担
等
の
現
時
点
で
の
残
高

を
指
標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫

す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示
す
も

の
で
す
。

▽
只
見
町
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

将
来
負
担
比
率
が
算
出
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
将
来
負
担

軽
減
に
向
け
た
既
発
債
繰
上
償
還

や
財
政
調
整
基
金
等
へ
の
積
立
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
早
期
健
全
化

基
準
の
３
５
０
・
０
％
と
比
較
す

る
と
、こ
れ
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

▽
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営

企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収

入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
経
営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い

を
示
す
も
の
で
す
。

▽
只
見
町
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

資
金
不
足
が
生
じ
て
い
な
い
た

め
、
該
当
あ
り
ま
せ
ん
。

町財政状況の公表
指　　　標 平成23年度決算 平成22年度決算 比較増減 早期健全化基準 財政再生基準

健
全
化
判
断
比
率

①実質赤字比率 ―％ ―％ ―％ 15.0％ 20.0％

②連結実質赤字比率 ―％ ―％ ―％ 20.0％ 40.0％

③実質公債費比率 5.0％ 6.8％ △ 1.8％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 ―％ ―％ ―％ 350.0％

指標 会　計　名 平成23年度決算 早期健全化基準

⑤
資
金

　

不
足
比
率

簡易水道特別会計 ― ％ 20.0％

観光施設事業特別会計 ― ％ 20.0％

交流施設特別会計 ― ％ 20.0％

集落排水事業特別会計 ― ％ 20.0％

▼財政健全化指標

▼公営企業の経営健全化指標

○早期健全化基準…基準を超えると財政健全化計画の策定が義務付けられ、国への報告
義務を負います。

○財政再生基準……基準を超えると財政再生計画の策定が義務付けられ、事実上総務
大臣の同意を得なければなりません。

従
来
の
法
制
度
で
は
、
地
方
公
共

団
体
の
普
通
会
計
に
お
い
て
赤
字
額

が
標
準
財
政
規
模
の
２０
％
を
超
え
る

と
、
い
き
な
り
財
政
再
建
団
体
と
な

り
、
注
意
喚
起
の
段
階
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
や
企

業
会
計
に
い
く
ら
累
積
赤
字
が
あ
っ

て
も
財
政
再
建
団
体
と
な
ら
ず
、
地

方
公
共
団
体
全
体
の
姿
を
反
映
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
の
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
早

期
健
全
化
」
と
「
財
政
再
建
」
の
２

段
階
で
財
政
悪
化
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

と
と
も
に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計

も
併
せ
た
連
結
決
算
に
よ
り
地
方
公

共
団
体
全
体
の
財
政
状
況
を
よ
り
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

▽
普
通
会
計
の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

▽
只
見
町
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

赤
字
が
生
じ
て
い
な
い
た
め
、
該

当
あ
り
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

▽
全
会
計
の
実
質
赤
字
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

▽
只
見
町
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

赤
字
が
生
じ
て
い
な
い
た
め
、
該

当
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

▽
借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
及

び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を

指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
程
度
を

平
成
２3
年
度
も

早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
り
ま
し
た

【
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
の
公
表
】

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
財
政
健

全
化
法
）
が
平
成
１９
年
６
月
に
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
全

て
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
平
成
１９
年
度
決
算
か
ら
財
政

健
全
化
に
か
か
る
各
指
標
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

只
見
町
の
各
指
標
の
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

財
政
健
全
化
法
に
つ
い
て

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

公
営
企
業
の

経
営
健
全
化
指
標
に
つ
い
て

※該当額または該当比率が算定されない場合は「―」と表示されます。

※資金不足額が生じていない場合は「―」と表示されます。



8

「自然首都・只見」応援基金は、只見町が目指す「まちづくり」にご賛同いただいた皆様からの寄附を通じて、
より多くの皆様と連携し、個性豊かな活力あるまちづくりを行うための基金です。（この基金への寄附は、ふる
さと納税の対象となります）

平成23年度においても、多くの皆様からお問い合わせをいただきまして、予想をはるかに上回るたくさんの
ご寄附を頂戴いたしました。全ての皆様に心よりの御礼を申し上げます。

この度、平成23年度の基金事業の報告をさせていただきます。今後とも、只見町の可能性と将来性にご期待
くださいますとともに、只見町の「まちづくり」へのご参加をお願いいたします。

平成23年度　「自然首都・只見」応援基金　事業報告

1 寄附受入状況について
延人数 寄附合計額

平成23年度　寄附受入状況 18人 3,004,500円

【内訳】
寄附件数 寄附金額

（１）ブナを核としたまちづくり 2件 850,000円
（２）雪と共存するまちづくり 1件 10,000円
（３）次世代を担う子供たちの教育充実 2件 250,000円
（４）その他の事業 3件 1,070,000円
（５）指定なし 12件 824,500円
※（４）その他の事業には、企業誘致・高齢者福祉・児童福祉・医療充実・林道整備の各事業が含まれます。

2 ご寄附をお寄せいただいた皆様（公表を希望されない方は＜非公表＞としております）

寄附年月日 ご住所 
（市町村名まで） ご芳名 金額 寄附内容

平成23年 4月28日 ＜非公表＞ 4,500円 指定なし
平成23年 5月10日 東京都町田市 鈴木　喜　六 様 10,000円 指定なし
平成23年 6月 8日 福島県福島市 ㈱ 東 邦 銀 行 様 840,000円 ブナを核としたまちづくり
平成23年 8月10日 京都府城陽市 鈴木　有　起 様 10,000円 雪と共存するまちづくり
平成23年 8月15日 ＜非公表＞ 50,000円 指定なし
平成23年 8月15日 東京都千代田区 尾花　美恵子 様 30,000円 指定なし
平成23年 9月15日 東京都練馬区 吉津　雄　次 様 1,000,000円 豪雨災害復旧・復興事業
平成23年 9月21日 ＜非公表＞ 20,000円 指定なし
平成23年 9月26日 神奈川県海老名市 齋藤　貴　之 様 30,000円 指定なし
平成23年 9月28日 千葉県柏市 秋山　正　晴 様 10,000円 指定なし
平成23年 9月29日 埼玉県坂戸市 小林　正　和 様 50,000円 指定なし

平成23年10月14日 ＜非公表＞
200,000円 次世代を担う子供たちの教育充実
100,000円 指定なし

平成23年10月17日 ＜非公表＞ 200,000円 指定なし
平成23年10月31日 福島県福島市 早川　岳　人 様 50,000円 豪雨災害復旧・復興事業
平成23年11月 4日 静岡県磐田市 吉田　隆　子 様 50,000円 次世代を担う子供たちの教育充実
平成24年 1月 5日 ＜非公表＞ 20,000円 指定なし
平成24年 3月 5日 ＜非公表＞ 300,000円 指定なし

平成24年 3月29日 東京都稲城市 岩瀬　隆　之 様
10,000円 ブナを核としたまちづくり
20,000円 林道整備
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3  「自然首都・只見」応援基金の状況� (単位：円)
事業の種類 前年度末残高 利子積立 寄附積立 活用取崩 年度末残高

（１）ブナを核としたまちづくり 2,999,797 4,151 850,000 −228,522 3,625,426 
（２）雪と共存するまちづくり 70,049 97 10,000 80,146 
（３）次世代を担う子供たちの教

育充実
19,959,081 27,616 250,000 −1,172,892 19,063,805 

（４）その他の事業 6,902,226 9,550 1,070,000 −775,889 7,205,887 
（５）指定しない 520,361 719 824,500 1,345,580 

合　　計 30,451,514 42,133 3,004,500 −2,177,303 31,320,844 

4 寄附金の使途
　平成２２年度以前にいただいた寄附金につきましては、平成２３年度において２，１７７，３０３円を活用させて
いただきました。なお、積立金預金利子４２，１３３円については、「自然首都・只見」応援基金に積み立てし、
前年度末残高を元に各事業に配分させていただきました。

【平成23年度　実施事業の概要】
○ブナを核としたまちづくり△

ブナセンター備品整備事業
事 業 費　　２２８，５２２円
事業概要　　ブナセンターの図書購入及び図書棚の整備

○次世代を担う子どもたちの教育充実に関する事業△

小・中学校図書整備事業（只見あしながおじさん事業）
事 業 費　　７９６，１６７円
事業概要　　只見町内三小学校及び中学校に図書購入△

家庭劇場
事 業 費　　３７６，７２５円
事業概要　　劇団みんわ座による影絵人形劇を開催

○その他の事業（高齢者福祉）△

介護老人保健施設・こぶし苑備品等整備事業
事 業 費　　６７５，８８９円
事業概要　　こぶし苑に介助バー・福祉用チェアー・エアー

マットなどの福祉備品などを整備
○その他の事業（消防）△

消防団機材整備事業
事 業 費　　１００，０００円
事業概要　　消防活動に使用する交通誘導棒、発光ベスト等の整備

平成２３年度にいただいた寄附金は、全額を「自然首都・只見」応援基金に積み立て、２４年度以降の事業
に活用させていただくまで厳密に管理させていただきます。

なお、各内訳項目事業の基本的方向性は以下のとおりとしております。

（1）ブナを核としたまちづくり
　　　天賦の資源たる只見町の自然を後世に引き継ぐことを我々の使命とし、その調査研究と必要な対策

を行うとともに、世界に誇る只見町のブナ林を広く紹介し、保護啓蒙を図るとともに地域資源とし
て活用を図る。

（2）雪と共存するまちづくり
　　　特に高齢者にとって負担の大きい雪国での暮らしを支え、安心して生活できる町づくりを行うとと

もに、多雪から生み出される様々な恩恵を最大限に活かし、また新たな可能性を秘めた固有の地域
資源として活用を図る。

（3）次世代を担う子どもたちの教育充実
　　　地域資源全てを学習対象として地域に学ぶ「只見学」を推進するとともに、将来の只見町を担う広

い視野を持った人づくりを行い、また厳しく大きな自然環境での生活を通じた人格形成と、将来につ
ながる高等教育をこの場所で実現するため、福島県立只見高等学校の存続と教育環境の実現を図る。

（4）その他の事業
　　　寄附者の意向に沿った事業計画を立案・実施する。
（5）指定なし
　　　その他町の活性化・発展に寄与するための事業に充当する。

▲影絵人形劇

▲こぶし苑での昼食会
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町
職
員
の
給
与
は
、
国
や
県
の
勧
告
を
基
に
町
議
会
の
議
決
を

得
て
条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
公
表
は
、
只
見
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
に
よ
り
ま
す
。

（１）人件費の状況（平成24年度一般会計予算）

区　分 歳出額
Ａ（千円）

人件費
Ｂ（千円）

職員給与
Ｃ（千円）

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

24年度 5,845,000 896,643 485,569 15.34％ 8.31％
㊟この表は町財政（歳出額）に占める人件費･職員給与費の割合を示して
います。人件費（Ｂ）には常勤･非常勤の特別職、議員等に支給される給料、
報酬などを含みます。職員給与費（Ｃ）は、人件費の内一般職員の基本
給（給料、扶養手当）及びその他の手当（期末･勤勉手当、時間外勤務手
当等）の支給額で、地方公務員共済組合負担金、退職手当負担金を除い
たものです。

（２）職員(一般行政職)の平均給料月額及び平均年齢の状況
区　　分 平均給料月額 平均年齢
23 年度 305,800 円 39.8 歳
24 年度 303,800 円 39.6 歳

（３）職員(一般行政職)の初任給の状況
区　　分 高校卒 大学卒
23 年度 142,500 円 175,100 円
24 年度 142,500 円 175,100 円

（４）行政職の級別職員数の状況（平成24年４月１日現在 : 一般事務職【税務職、福祉職除く・保育所長2名含む】）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標 準 的 な
職       名

主事
・

主事補等
副主査等

主任主査
・

主査等
班 長 等 課  長  等 参  事  等

職  員  数 　11 人 　9 人 　25 人 　８人 　11 人 　3 人 67 人
構  成  比 　16.4％ 13.4％ 　37.3％ 　 12.0％ 16.4％ 4.5％ 100％

㊟行政職員の給料は職務の責任の度合いに応じて６級に分かれています。（平成18年4月改定）

（５）期末・勤勉手当の支給割合      　　　  （６）特別職の報酬などの状況
期末手当 勤勉手当 区分 職 給料・報酬（月額） 期末手当（支給割合） 備　考

6月期 1．225月分 0．675月分 給
料

町　長 677,700 円
・6月期
　1.40月分

・12月期
　1.50月分

計2.90月分

特
別
職
の
報
酬
等
は
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日

よ
り
一
〇
％
減
額
改
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

副町長 541,800 円

12月期 1．325月分 0．675月分
教育長 514,800 円

報
酬

議　長 270,900 円

計 2．550月分 1．350月分
副議長 209,700 円
議　員 189,900 円

（７）部門別職員数（各年度4月1日現在）

区 

分
一　般　行　政　部　門 特別行政 公営企業部門

合計
部　 門 議会 総務 税務 民生 衛生 農林 商工 土木 教育 病院 水道 下水道 その他

職 

員 

数

平成 22 年度 2 24 6 15 6 6 5 6 8 16 2 1 6 103

平成 23 年度 2 24 6 15 6 8 5 5 8 13 1 1 8 102

平成 24 年度 2 23 5 15 5 10 5 5 8 16 1 1 8 104
23年度：24年度
比　較　増　減 ▲１ ▲１ ▲１ ２ ３ ２

主な増減理由

災
害
復
旧
業
務
優

先
に
よ
る
減

災
害
復
旧
業
務
優

先
に
よ
る
減

災
害
復
旧
業
務
優

先
に
よ
る
減

災
害
復
旧
復
興
対

策
に
よ
る
増

医
師
・
看
護
師
の
退

職
者
補
充
に
よ
る
増

㊟部門区分は、国の定員管理調査基準による区分です。

町
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
公
表

町
職
員
・
特
別
職
の
給
与
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只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
、
町
民
の
方
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
９
月
１０
日
は
只
見
、
１１
日

は
朝
日
、
１２
日
に
は
明
和
の
各

地
区
セ
ン
タ
ー
で
住
民
説
明
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
申
請
に
伴
う
方
針
と
土
地

利
用
区
分
の
設
定
案
な
ど
に
つ

い
て
、
検
討
委
員
会
の
案
が
ま

と
ま
り
、
８
月
２０
日
に
目
黒
町

長
へ
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

説
明
会
で
は
、
目
黒
町
長
が

「
只
見
の
自
然
を
保
護
・
活
用

し
て
い
く
な
か
で
エ
コ
パ
ー
ク

へ
の
登
録
は
欠
か
せ
な
い
。
今

後
、
登
録
申
請
に
向
け
進
ん
で

い
く
な
か
で
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
伺
う
た
め
の
機
会
と

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
只
見
町
が
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

た
際
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
さ
ら

に
、
エ
コ
パ
ー
ク
事
業
は
町
民

み
ん
な
で
将
来
の
只
見
町
を
考

え
て
い
く
取
り
組
み
の
き
っ
か

け
と
し
た
い
こ
と
の
話
も
あ
り
、
参

加
者
は
エ
コ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
住
民
説
明
会

理
解
を
深
め
、
意
見
交
換

▲明和地区センターでの説明会

須佐信夫さん（蒲生）は、昭和４３年４
月に只見町議会議員に初当選され、昭和
５１年４月までと、昭和５５年４月から昭和５９
年４月までの通算３期１２年にわたり在職さ
れました。

その間、経済委員会副委員長や同委員
長を務められ、町の経済活動の発展に尽
力、さらに町議会の中心的役割を担い、
町政発展に努められました。このように
地方自治の振興に多大な貢献をされたこ
とから、旭日単光章を受章されました。

叙　勲
須佐 信夫さんに旭日単光章

　

只
見
高
校
の
様
子
や
支
援
体
制
な

ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
高
等
学
校
へ
の
進
学
を
控
え
る

中
学
３
年
生
の
保
護
者
な
ど
関
係
者

約
７０
名
が
出
席
し
、
只
見
高
等
学
校

振
興
対
策
懇
談
会
が
、
９
月
１３
日
に

朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
振
興
対
策
会
議
会
長
の

目
黒
町
長
よ
り
「
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
今
後
の
振
興
対
策
に

生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
続
い
て
只
見
高
等
学
校
長

と
同
校
同
窓
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

只
見
高
校
の
卒
業
生
か
ら
の
発
表

で
は
、
平
成
２３
年
度
卒
業
の
五
十
嵐

花
奈
恵
さ
ん
が
「
只
見
高
校
は
自
分

を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
。
や

る
気
を
出
さ
せ
て
く
れ
た
。
こ
の
高

校
を
卒
業
で
き
誇
り
に
思
う
」
と
話

し
、
長
谷
部
千
晶
さ
ん
は
「
只
見
高

校
は
、
や
れ
ば
で
き
る
こ
と
を
気
づ

か
せ
て
く
れ
た
学
校
。
小
規
模
校
な

ら
で
は
の
指
導
が
良
か
っ
た
」
と
二

人
と
も
高
校
時
代
を
振
り
返
り
話
し

ま
し
た
。
最
後
に
、懇
談
が
行
わ
れ
、

出
席
者
は
只
見
高
校
の
現
状
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
懇
談
会
と

な
り
ま
し
た
。

只
見
高
等
学
校
振
興
対
策
懇
談
会

魅
力
あ
る
・
生
徒
の
集
ま
る
只
見
高
校
に･･･

▲卒業生の発表「五十嵐 花奈恵さん」

▲卒業生の発表「長谷部 千晶さん」

ニュース&フラッシュNEWS&FLASH
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NEWS&FLASH ニュース&フラッシュ

　

平
成
２４
年
度
只
見
町
敬
老
会
が
只

見
・
朝
日
・
明
和
の
各
地
区
セ
ン
タ

ー
で
、
９
月
９
日
に
開
か
れ
、
満
７５

歳
以
上
の
方
々
が
、
只
見
地
区
で
１

６
２
名
、
朝
日
地
区
で
２
０
７
名
、

明
和
地
区
で
１
９
６
名
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
祝
宴
で
は
、
婦
人
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
華
麗
な
舞
踊
な
ど
も
披
露

さ
れ
、
会
場
内
は
大
き
な
拍
手
と
歓

声
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
温
か
い
心

が
こ
も
っ
た
す
ば
ら
し
い
敬
老
会
と

な
り
、
出
席
さ
れ
た
方
々
は
満
足
そ

う
な
様
子
で
し
た
。

▲只見地区の敬老会

平
成
２４
年
度
只
見
町
敬
老
会

心
か
ら
笑
っ
て
元
気
に
長
生
き
！

　只見中学校では、正しい職業観を身につけることや、働くこ
との意義・大切さを学ぶため、９月１０日から１２日までの三日間、
会津若松市内で職場体験活動を行いました。
　職場体験をした生徒は、２年生３９名で国立磐梯青少年交流の家
に宿泊しながら、市内の飲食店や大型販売店、幼稚園、保育園、
福祉施設などの職場で様々な仕事を体験しました。
　職場体験をした加藤正靖さんと長谷川夏美さんに感想を聞き
ましたので紹介します。

会津若松市内で職業体験

只見中学校
職場体験活動

職場体験で感じたことは、お客様が買い物
しやすいよう工夫していることや、笑顔で明
るくあいさつをすることをとても大切にして
いて、お客様を第一に考えることから仕事が
始まる印象を受けました。接客業とは、相手
を思いやる気持ちが仕事をする上で、たいへ
ん大切だということです。これからの学校生
活でも、職場体験で学んだ「相手を思いやる
心」を生かして生活したいです。

私は、2ヵ所の職場に行ってきました。初
日はレストランポタジェ、その後の二日間は
西沢書店で職場体験をしました。ポタジェで
は、常にお客様のことを思い、安全面やメニ
ューにとても気遣いが見られました。西沢書
店では、お客様に喜んで本を買ってもらえる
よう工夫をしていました。いずれも、お客様
を大切に思う気持ちや気遣いを第一にしてい
ることを学ぶことができました。

加藤　正
まさのぶ

靖 さん　
（リオンドールアピオ店）

長谷川　夏美 さん
（レストランポタジェ・

西沢書店）

９月２４日から米の全袋検査が開始されました。
安全安心な只見産米を実証するための検査です。

町民皆様のご協力をお願いします。

産業振興課農林班 ☎0241－82－5230

○検査時間　午前９時から行なっています （正午～午後１時を除く）
○検査場所　朝日建設（株）事務所わきの

旧シイタケ栽培工場（小川橋付近）
○予約番号　☎080－1662－8886

＊検査は必ず予約をして受けてください。

只見産米 放射性物質全袋検査実施中

【問い合わせ】
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９
月
８
日
に
「
た
だ
み
・
ブ
ナ
と

川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
、
南
相
馬

市
博
物
館
学
芸
員
の
稲
葉
修
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
講
座

が
開
か
れ
、
約
３０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。稲

葉
さ
ん
は
、
最
初
に
「
魚
の
定

義
」
に
つ
い
て
説
明
し
、
加
工
食
品

や
各
地
に
残
る
伝
説
な
ど
「
魚
は
昔

か
ら
人
々
の
生
活
の
中
に
生
き
て
き

た
」と
い
う
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
只
見
町
の
川
に

は
ど
ん
な
魚
が
い
る
の
？
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
ま
し
た
。

▽
只
見
町
の
川
魚
の
特
徴
は
…

福
島
県
内
に
は
１
１
０
種
類
、
会

津
地
方
で
は
４７
種
類
、
そ
し
て
只
見

町
に
は
２８
種
類
の
魚
が
生
息
し

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
在
来
種

は
イ
ワ
ナ
を
は
じ
め
シ
マ
ド
ジ

ョ
ウ
や
ア
カ
ザ
、
エ
ゾ
ウ
グ
イ

な
ど
、
わ
ず
か
１０
種
類
し
か
い

ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

雪
解
け
水
や
沢
か
ら
の
流
入
に

よ
り
水
温
が
低
く
保
た
れ
「
コ

イ
科
の
魚
が
少
な
い
た
め
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

▽
町
の
魚
「
イ
ワ
ナ
」
の

現
状
は
…

只
見
町
の
川
に
は
、
在
来
種

の
ニ
ッ
コ
ウ
イ
ワ
ナ
と
放
流
魚

の
エ
ゾ
イ
ワ
ナ
と
い
う
イ
ワ
ナ

が
生
息
し
て
お
り
、
現
在
町
内

で
見
ら
れ
る
イ
ワ
ナ
は
、
ほ
と

ん
ど
が
放
流
魚
の
エ
ゾ
イ
ワ
ナ

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

稲
葉
さ
ん
は
、
在
来
種
の
イ
ワ
ナ

を
残
す
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
「
在
来
種

は
、
そ
の
土
地
で
長
い
間
生
き
て
き

た
歴
史
が
あ
り
、
地
域
の
財
産
と
し

て
残
す
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
只
見

の
川
に
住
み
適
応
し
た
ニ
ッ
コ
ウ
イ

ワ
ナ
は
、
大
水
が
出
て
も
流
さ
れ
ず

に
生
き
残
る
確
率
が
高
く
、
そ
の
土

地
の
環
境
に
強
い
」
と
い
う
こ
と
を

説
明
、
そ
し
て
「
イ
ワ
ナ
を
町
の
魚

に
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
も
と
も
と

只
見
に
生
息
し
て
い
た
美
し
い
ニ
ッ

コ
ウ
イ
ワ
ナ
を
見
つ
け
保
護
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
」
と
述
べ

ら
れ
「
イ
ワ
ナ
を
使
っ
た
町
お
こ
し

を
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
も

さ
れ
ま
し
た
。

NEWS&FLASH

ブナ林の水辺に生きる
—只見の川魚たち—

９月９日に行われたブナセンター主催の自
然観察会「ブナ林に住む魚を探る」では、
布沢地区の奥にある田沢川や木地師集落跡
周辺で、参加者約２０名の皆さんが木地師集
落跡の見学とブナ林を流れる川に住む生き
物たちを観察しました。

はじめに鈴木和次郎ブナセンター館長か

ら木地師集落跡についての説明があり、参
加者は当時の様子を想像しながら集落跡を
見学しました。その後、近くを流れる田沢
川で水生生物の観察会が行われました。

今回の観察地が禁漁区に指定されていた
こともあり、水生昆虫や水辺に生きる両生
類の観察がメインとなりました。参加者は
川に入り、石の下や川に流れ込む細い支流
を探ったりしながら、思い思いに生き物を
見つけ、みんなで集まり、確認できた生き
物の生態について学びました。

参加者からは「今回の観察会は、様々な
分野の自然に関する知識を持った人が集
まったので、とても面白い観察会になった」
と感想も聞かれ、充実した観察会となりま
した。

只見の川魚について説明する稲葉修さん

自然観察会

ブナセンター講座

▽
最
後
に
…

今
回
の
講
座
で
は
、
地
元
に
ど
ん

な
魚
が
生
息
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

在
来
種
で
あ
る
魚
た
ち
を
保
護
す
る

こ
と
は
文
化
的
・
学
術
的
に
も
大
変

意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
、

さ
ら
に
、
田
子
倉
湖
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の
外
来

魚
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
有
意
義
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

ブナ林に住む魚を探る
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虫歯のない子［9月18日3歳児健診］

馬
ば ば

場 由
ゆ ま

麻さん（黒谷） 吉
よ し だ

田 爽
そういちろう

一郎くん（只見）

ガンバレ〜 ヨイショ！スポーツの秋
町民運動会 保育所運動会

9月16日　只見地区

9月16日　朝日地区

9月16日　明和地区

9月24日　朝日小学校 9月25日　只見小学校 9月28日　明和小学校

9月20日　朝日保育所

9月21日　明和保育所

9月26日　只見保育所

交通安全パレード「交通ルールを守り、安全運転を…」
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皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
総務企画課　☎82−５２１０　Fax 82−2117

外務省が主催し行なっている「キズナ強化プロジェ
クト」事業の一環で、9月２５日から２８日の四日間、ベ
トナムの高校生４６名が只見町を訪れました。高校生は
恵みの森を散策したり、米の全袋検査を見学したりと、
町の自然に触れたり、放射能対策について学びました。
また青少年旅行村で草木染めにも挑戦、綿のハンカチ
を思い思いに染め上げていました。来町した高校生は
只見の米が安全なことと、おいしいということを実感
し只見を後にしました。

第7回湯ら里寄席「三遊亭鳳楽独演会」が9月22日に
季の郷湯ら里で開かれ、町内外から大勢詰めかけまし
た。この鳳楽氏の独演会も７回を数え、湯ら里の恒例
イベントにもなっていて、訪れた方々は「また鳳楽さ
んに会えてうれしい」と話していました。長年、独演
会を開いていただいている鳳楽氏に只見町のふるさと
親善大使になっていただくための委嘱状が目黒町長か
ら手渡され、快くご承諾いただきました。只見町のＰ
Ｒをお願いいたします。

ベ　トナムの高校生ら只見町を訪問コ　
ーラスはなみずきが合唱を披露

鳳 　楽氏を只見町ふるさと親善大使に委嘱献　
穀者「三瓶清志さん」が稲刈り行う

青少年国際交流「キズナ強化プロジェクト」全会津合唱フェスティバル

▲稲刈りを手伝う明和小学校の 5 年生児童

▲草木染めを体験するベトナムの高校生

▲ふるさと親善大使の委嘱を受ける鳳楽氏（左）

▲出演されたコーラスはなみずきの皆さん

三遊亭鳳楽氏独演会献穀米の収穫作業

９月９日に喜多方プラザで、全会津合唱フェスティバ
ルが行われ、只見町からコーラスはなみずき（会長・
五十嵐聰江さん）の皆さん１８名が出演、指揮・佐藤万
里子さん、ピアノ伴奏・目黒亜弓さんで「君をのせて」
と「世界の約束」の２曲を混声合唱で歌いました。同
フェスティバルは、参加２０団体で会津地域の代表的な
コーラスグループが参加していますが、コーラスはな
みずきの皆さんは、他のグループに負けない、すばら
しい合唱を披露しました。

さわやかな秋晴れのなか、天皇に献上する献穀米の
収穫作業（稲刈り）が9月25日に献穀者「三瓶清志さ
ん（大倉）」の献穀田で行われました。稲刈りには明
和小学校の5年生児童15人も参加、横一列に並び黄金
色に輝く稲の一部を、稲刈り鎌で丁寧に刈り取りまし
た。その後、三瓶さんの操作するコンバインにも乗せ
てもらい刈り取り作業を最後まで手伝いました。収穫
作業に参加した角田海斗くんは「お米を大切に残さず
食べます」と元気に話しました。
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朝
日
診
療
所
医
師
の
菅
家
で
す
。
今
年
の
夏
は
と

て
も
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
あ
っ
と
い
う

間
に
気
温
が
下
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
季
節
の

変
わ
り
目
に
な
る
と
、
朝
日
診
療
所
で
も
入
院
患
者

さ
ん
が
増
え
て
く
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
こ

と
で
、
今
回
は
入
院
診
療
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

朝
日
診
療
所
に
は
少
な
い
な
が
ら
に
入
院
設
備
が

あ
り
、
私
た
ち
診
療
所
医
師
が
対
応
可
能
な
状
態
で

あ
れ
ば
入
院
を
お
す
す
め
し
ま
す
し
、
他
病
院
へ
の

入
院
が
適
切
な
場
合
に
は
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
診

療
所
の
入
院
患
者
さ
ん
に
は
高
齢
の
方
が
多
い
の

で
、
入
院
治
療
を
し
て
い
る
あ
い
だ
に
足
腰
が
弱
っ

て
し
ま
う
、
認
知
症
の
程
度
が
進
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
多
い
で
す
。
入
院
生
活
は
日
常
生
活
よ
り
も
動
か

な
い
で
す
し
、
生
活
環
境
が
突
然
変
わ
る
こ
と
で
混

乱
す
る
状
態
（
せ
ん
妄
）
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
の
方
は
で
き
る
だ
け

入
院
は
し
な
い
方
が
い
い
、
も
し
入
院
す
る
と
し
て

も
入
院
期
間
は
で
き
る
だ
け
短
い
ほ
う
が
良
い
、
と

私
た
ち
診
療
所
医
師
は
考
え
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
肺
炎
な
ど
、
入
院
し
て
の
治
療
が
ど

う
し
て
も
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
際
に
は
、

で
き
る
だ
け
入
院
期
間
を
短
く
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
介
護
・
福
祉
と
の
連

携
で
す
。

入
院
前
と
退
院
す
る
時
で
は
、
以
前
で
き
た
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
、
な
ど
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
ま
ま
家
に
帰
る
と
生
活
に

困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
退
院
前
か
ら
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
（
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
す

る
役
割
）
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
い
ま
す
。
入
院
期

間
が
今
後
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
、
そ
の
後
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
は
何
な
の
か
を
検
討
し
、
ご
家
族
と
の
相
談

を
進
め
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
さ
ん
か
ら
各
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
し
て
も
ら
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
退
院
後
の
生
活
を
支
え
ら
れ
る

よ
う
、
診
療
所
職
員
だ
け
で
な
く
、
他
事
業
所
の
職

員
と
も
連
携
し
て
い
る
の
で
す
。

只
見
町
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
行
政
の
間
に
は
、

大
き
い
自
治
体
で
は
実
現
が
難
し
い
「
顔
の
見
え
る

連
携
」
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
月
２
回

定
期
的
に
行
な
っ
て
い
る
「
福
祉
の
里
勉
強
会
」
や
、

普
段
か
ら
の
相
談
・
連
絡
を
通
し
て
、
今
後
も
町
民

の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

『
　
退
院
後
の
生
活
を
支
援
す
る 

～
顔
の
見
え
る
連
携
～
　
』

広
報
た
だ
み
診
療
所

只
見
町
の
学
校
で
も
第
２
学
期
を

迎
え
ま
し
た
。
夏
休
み
で
み
ん
な
が

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。
２
学
期
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
私
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
の
職
務

が
新
た
に
更
新
さ
れ
た
こ
と
を
表
し

ま
す
【
写
真
】。
そ
し
て
私
の
日
本

で
の
生
活
が
３
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
こ
の
時
期
に
新

学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
時

期
に
な
る
と
気
温
は
ど
ん
ど
ん
下

が
っ
て
い
き
ま
す
。
只
見
は
ま
だ
暑

さ
を
残
し
て
い
ま
す
が
只
見
で
３
回

目
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
私
に
は
、

こ
の
地
で
も
今
後
だ
ん
だ
ん
と
寒
さ

が
つ
の
っ
て
く
る
の
を
知
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
私
に
と
っ
て
こ
の
時
期

が
最
高
に
心
地
良
い
の
で
す
。

現
在
私
は
「
秋
」
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
本
当
に
短
い

も
の
で
す
。
今
年
も
五
色
沼
に
行
っ

て
み
た
い
で
す
。
秋
の
五
色
沼
は
本

当
に
美
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
し
て

も
う
一
つ
、
こ
の
時
期
や
り
た
い
こ

と
と
言
え
ば
只
見
の
小
学
生
に
私
た

ち
の
国
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
お
祭
り
の

こ
と
を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
ガ

イ
フ
ォ
ー
ク
ス
の
日
、
感
謝
祭
、
そ

し
て
ク
リ
ス
マ
ス
と
、
こ
こ
数
ヵ
月

の
う
ち
に
や
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
世
界
の
お
祭
り
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

私
は
１０
月
に
沖
縄
へ
の
旅
行
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
沖
縄
は
私
が
日
本
に
来
て
か
ら

ず
っ
と
「
絶
対
行
く
ぞ
」
と
決
め
て

い
た
場
所
で
す
。
日
本
に
い
る
間
に

実
現
で
き
る
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
。
日
本
に
は
ま
だ
ま
だ
訪
れ

て
見
た
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
少
な
く

と
も
日
本
に

い
る
う
ち
に

都
道
府
県
の

半
分
を
訪
れ

る
こ
と
が
で

き
た
ら
い
い

な
あ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
訳
・
只
見

中
・
平
野
）

アンナ
先生の ライフインジャパン

ライフインジャパン

アンナ　　　　　ジョージ
■ Anna・George

・1987年生まれ。英国ノーフォー ク出身。
・2010年8月から只見町英語指導助手。
・小学校と中学校で語学の指導を行います。

Life in

JAPAN
Vol.21

朝
日
診
療
所

　

医
　
師
　
菅
家
　
智
史
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世
界
の
経
済
学
者
が
注
目
す

る
日
本
の
共
有
林

前
号
で
は
、
日
本
の
共
有
林
が
世

界
の
研
究
者
か
ら
関
心
を
集
め
て
い

る
こ
と
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
く

わ
し
く
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学

賞
を
受
賞
し
た
エ
リ
ノ
ア
・
オ
ス
ト

ロ
ム
氏
は
、
日
本
の
共
有
林
や
入
会

地
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
彼
女

の
代
表
的
な
著
書
で
は
、
日
本
の
入

会
地
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、組
・

山
開
き
・
普
請
・
違
反
者
へ
の
罰
な

ど
の
管
理
ル
ー
ル
が
紹
介
さ
れ
、「
日

本
の
入
会
地
に
根
付
く
ル
ー
ル
は
、

林
野
を
保
護
し
つ
つ
末
永
く
利
用
す

る
上
で
、
特
に
優
れ
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

私
も
、
只
見
町
で
お
話
を
伺
う
中

で
、
い
ず
れ
の
共
有
林
も
し
っ
か
り

と
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
集
落
の
人
を
集

め
て
総
会
を
開
き
、
行
政
と
う
ま
く

連
携
し
、
一
人
一
人
が
決
め
ら
れ
た

ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る
と
い
っ
た
こ

と
で
す
。
オ
ス
ト
ロ
ム
氏
も
、
か
つ

て
の
日
本
で
同
様
の
感
銘
を
受
け
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

オ
ス
ト
ロ
ム
氏
は
、
世
界
各
地
に

あ
る
コ
モ
ン
ズ
を
研
究
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
コ
モ
ン
ズ
と
は
、
村
や

組
合
な
ど
が
共
有
し
、
皆
で
話
し

合
っ
て
管
理
す
る
資
源
の
こ
と
で

す
。
入
会
地
や
共
有
林
は
、
日
本
を

代
表
す
る
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
有
名
で

す
。
ほ
か
に
も
、
村
や
組
合
で
管
理

し
て
い
る
漁
場
や
牧
草
地
、
た
め
池

な
ど
も
コ
モ
ン
ズ
で
す
。

彼
女
が
主
張
し
つ
づ
け
て
き
た
こ

と
は
「
い
く
つ
か
の
条
件
が
そ
ろ
え

ば
、
地
元
の
人
た
ち
に
コ
モ
ン
ズ
を

共
同
管
理
し
て
も
ら
っ
た
方
が
う
ま

く
い
く
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
彼
女

以
前
の
学
者
た
ち
は
、
コ
モ
ン
ズ
を

解
体
し
て
、
政
府
や
自
治
体
な
ど
の

公
的
団
体
が
管
理
す
る
か
、
個
人
や

会
社
に
所
有
権
を
分
割
し
て
市
場
原

理
に
任
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
経
済
学

で
は
「
人
間
と
は
自
分
の
利
益
ば
か

り
を
追
求
す
る
利
己
的
な
存
在
だ
」

と
考
え
て
き
た
た
め
で
す
。だ
か
ら
、

地
元
の
人
び
と
に
共
同
管
理
を
委
ね

る
と
、
自
然
資
源
を
根
こ
そ
ぎ
取
り

尽
く
し
て
し
ま
う
と
考
え
て
き
た
の

で
す
。

そ
こ
で
、
オ
ス
ト
ロ
ム
氏
や
そ
の

共
同
研
究
者
た
ち
は
、
世
界
各
地
に

あ
る
コ
モ
ン
ズ
を
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、人
び
と
は「
協
力
」や「
自

治
」
を
行
い
、
ル
ー
ル
を
作
っ
て
大

切
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し

た
の
で
す
。
日
本
の
入
会
地
は
、
そ

の
好
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
近
年

の
最
先
端
の
経
済
学
で
は
、
ど
う
い

う
条
件
で
「
協
力
」
や
「
自
治
」
が

起
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
成
果
は
、

政
府
同
士
の
国
際
協
力
を
行
う
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
な
の

か
、
知
的
財
産
権
を
ど
の
よ
う
に
認

め
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
問
題
に
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、只
見
町
内
の
共
有
林
に
は
、

コ
モ
ン
ズ
研
究
を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
の
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
が
い
く

つ
も
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
外
部

か
ら
の
入
山
者
に
対
し
て
対
処
し
よ

う
と
さ
ま
ざ
ま
な
尽
力
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
只
見
町
の
共
有
林
に

は
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
な
ど
価
値
の
高

い
山
の
幸
が
あ
る
の
で
、
町
外
か
ら

多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
し

か
し
、
中
に
は
マ
ナ
ー
の
悪
い
人
た

ち
も
い
る
た
め
、
ど
う
対
応
す
れ
ば

よ
い
の
か
困
っ
て
い
る
と
い
う
話
も

伺
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
外
部
か
ら
絶
え
ず
人
が
来

る
と
い
う
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
い
う
の
も
、
オ
ス
ト
ロ
ム
氏

ら
は
、
地
元
の
人
た
ち
だ
け
で
管
理

し
利
用
す
る
コ
モ
ン
ズ
に
も
っ
ぱ
ら

注
目
し
て
き
た
た
め
で
す
。
も
し
こ

の
問
題
を
う
ま
く
理
論
化
で
き
た

ら
、
只
見
町
の
共
有
林
の
事
例
や
教

訓
は
、
世
界
の
研
究
者
へ
発
信
す
る

価
値
が
あ
り
ま
す
。
正
直
に
申
し
上

げ
ま
す
と
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ど

う
対
応
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
研
究

者
の
間
で
も
明
確
な
答
え
が
な
い
状

況
で
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
只

見
町
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
っ
て
お
き
の
話

219

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
吉
良
　
洋
輔

只見学

日本の入会地
が紹介されて
いる著作

故エリノア・オストロム氏
（Wikipedia より）

共
有
林
は
ム
ラ
の
財
産
〜
只
見
町
の
共
有
林
に
学
ぶ
〜
②
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会	
八
月
詠
草

大
塚
栄
一
　
指
導

只
見
俳
句
会	

九
月
例
会

目
黒
十
一
　
指
導

康
　
女

胃
の
中
に
ス
ッ
と
落
ち
ゆ
く
冷
奴

だ
し
ぬ
け
に
鴉
の
鳴
け
る
昼
寝
覚リ

ウ
コ

雨
欲
し
き
畑
の
日
々
や
夏
の
葱

行
事
一
つ
終
わ
り
見
回
る
草
の
畑

都

扇
風
機
止
ま
る
こ
と
な
き
夜
更
け
か
な

ラ
ム
ネ
飲
み
残
る
ビ
ー
玉
振
っ
て
み
る

一
　
穂

送
り
盆
木
陰
に
そ
っ
と
花
の
束

稲
穂
揃
う
朝
の
し
じ
ま
や
防
除
ヘ
リ敦

　
子

エ
プ
ロ
ン
の
胸
ふ
っ
く
ら
と
案
山
子
か
な

こ
う
ろ
ぎ
や
板
間
狭
し
と
鳴
き
明
す

礼

目
薬
を
さ
し
て
一
日
や
夜
の
秋

夕
空
の
視
界
広
ぐ
る
秋
茜

修
　
一

い
に
し
え
を
語
る
母
に
も
残
暑
か
な

池
の
水
澄
み
て
赤
松
映
し
け
り

一
　
灯

ど
っ
か
り
と
置
か
れ
西
瓜
の
み
り
と
鳴
く

朝
涼
し
体
操
帰
り
の
一
年
生

又
壱
歩

異
常
な
し
と
医
者
に
告
げ
ら
る
夏
の
雲

問
診
へ
方
言
の
出
る
大
暑
の
日

邦
　
男

帰
省
子
の
家
族
に
犬
も
仏
の
間

九
十
九
の
お
婆
の
便
り
薄
紅
葉

恒
　
夫

峡
に
鳴
る
鳥
獣
お
ど
し
人
を
見
ず

転
作
の
札
の
ひ
ら
め
き
そ
ば
の
花吉

　
児

新
涼
や
和
ら
ぐ
腹
の
縫
目
痕

風
切
り
羽
の
羽
搏
き
強
く
鴇
巣
立
つ

隆
　
堂

新
涼
の
畳
の
部
屋
に
移
り
け
り

実
南
天
古
民
家
守
り
米
寿
た
り

邦
　
夫

毛
見
衆
に
女
が
一
人
カ
メ
ラ
持
つ

蕎
麦
の
花
山
ふ
と
こ
ろ
の
一
軒
家笑

　
羊

馬
追
の
乗
り
て
重
た
き
電
子
辞
書

ソ
ム
リ
エ
に
耳
を
傾
け
新
生
姜

小
倉
キ
ミ
子

天
候
の
良
き
も
悪
き
も
受
け
入
れ
て
人
の
営
み
途
切
れ
ず
続
く

馬
場
　
八
智

罠
さ
へ
も
見
分
け
て
畑
を
荒
し
ゆ
く
狸
に
術
な
き
夜
が
又
来
る

関
谷
登
美
子

猛
暑
な
る
日
射
し
に
そ
よ
ぐ
コ
ス
モ
ス
に
花
啄
み
し
小
鳥
下
り
く
る

渡
部
ゆ
き
子

男
の
孫
の
成
人
式
に
出
で
行
く
を
幼
日
思
ひ
見
送
り
て
立
つ

古
川
　
英
子

枝
豆
を
茹
で
つ
つ
流
れ
る
汗
沁
み
て
手
術
後
の
目
の
し
ば
ら
く
開
け
ず

目
黒
　
富
子

豊
作
の
期
待
は
せ
ね
ど
出
始
め
し
稲
穂
の
実
入
り
願
ひ
畔
刈
る

五
十
嵐
夏
美

「
荒
城
の
月
」
の
楽
の
音
物
悲
し
翁
の
葬
り
に
自
叙
伝
見
つ
つ

渡
部
ヨ
リ
子

雷
の
音
を
聞
き
つ
つ
窓
を
閉
め
暑
き
厨
で
夕
餉
の
仕
度
す

新
国
　
洋
子

熱
き
タ
オ
ル
幾
度
も
替
へ
て
入
院
の
肌
拭
き
く
れ
し
娘
帰
り
ぬ

（
　
出
　
詠
　
順
　
）
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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎ 82 ｜ 5050
　　　　　　　　　☎ 82 ｜ 5210
　企　画　班　　　☎ 82 ｜ 5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎ 82 ｜ 5110
　町　民　班　　　☎ 82 ｜ 5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎ 84 ｜ 7005
　福　祉　班　　　☎ 84 ｜ 7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎ 82 ｜ 5230
　交流推進班　　　☎ 82 ｜ 5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎ 82 ｜ 5270
　生活環境班　　　☎ 82 ｜ 5280
会　計　室　　　　☎ 82 ｜ 5120
議会事務局　　　　☎ 82 ｜ 5300
農業委員会　　　　☎ 82 ｜ 5230
教育委員会　　　　☎ 82 ｜ 5320
学校給食センター　☎ 84 ｜ 7180
只見保育所　　　　☎ 82 ｜ 2219
朝日保育所　　　　☎ 84 ｜ 2038
明和保育所　　　　☎ 86 ｜ 2249
朝日診療所　　　　☎ 84 ｜ 2221
　　（歯科）　　　　☎ 84 ｜ 2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎ 84 ｜ 2130
こぶし苑　　　　　☎ 84 ｜ 2101
保健福祉センター　☎ 84 ｜ 7005
只見地区センター　☎ 82 ｜ 2141
朝日地区センター　☎ 84 ｜ 2111
明和地区センター　☎ 86 ｜ 2111

今
月
の
納
期

税●
固
定
資
産
税（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税（
４
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
１０
月
分
）

●
介
護
保
険
料（
４
期
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
３
期
）

10
月
25
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

第
３６
回
町
民
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
部
門
・
資
格

▽
作
文
の
部

町
内
小
・
中
学
生

▽
詩 

の 

部

町
内
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
一

般
町
民

▽
俳
句
の
部

町
内
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
一

般
町
民

▽
短
歌
の
部

町
内
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
一

般
町
民

●
応
募
規
定

【
部
門
共
通
の
き
ま
り
】

①
題
は
自
由
（
短
歌
、
俳
句
は
つ
け

な
く
て
も
よ
い
）

②
用
紙
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
を

使
う
。
Ｈ
Ｂ
以
上
の
濃
い
鉛
筆
を

使
用
す
る
こ
と
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿

も
可
能
と
し
ま
す
が
、
２０
字
×
２０

行
の
書
式
で
作
成
す
る
こ
と
。

③
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

【
作
文
の
部
】

①
小
学
生
は
、
原
稿
用
紙
３
枚
以
上

５
枚
以
内
と
す
る
。

②
中
学
生
は
、
原
稿
用
紙
４
枚
以
上

６
枚
以
内
と
す
る
。

【
詩
の
部
】

①
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
と
す
る
。

【
短
歌
・
俳
句
の
部
】

①
各
々
一
人
１
作
品
と
す
る
。

●
応
募
方
法

　

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
及
び

只
見
高
校
生
は
学
校
へ
、
そ
れ
以
外

の
方
は
教
育
委
員
会
に
直
接
お
届
け

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
作
品
に
は
必
ず

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
い
た
し

ま
せ
ん
。

●
応
募
締
切

　

平
成
２４
年
１１
月
１６
日
（
金
）

●
審
査
・
入
賞

部
門
ご
と
に
審
査
し
、結
果
を「
広

報
た
だ
み
」で
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

入
賞
者
に
は
結
果
を
通
知
し
、
表
彰

式
を
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
３
２
０

　

秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
防
火
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
最

優
秀
作
品
は
南
会
津
地
方
統
一
防
火

標
語
と
し
て
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ

め
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
募
集
期
間

１１
月
１
日
（
木
）
～
１５
日
（
木
）

●
募
集
対
象
者

　

南
会
津
管
内
に
在
住
の
方

●
募
集
テ
ー
マ

　

火
災
予
防
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
標
語

●
応
募
方
法

官
製
は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
防
火
標
語
（
そ
れ
ぞ
れ
一
通
に
つ

き
標
語
５
点
ま
で
）
を
書
き
、住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業

及
び
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
の
う

え
、
次
の
あ
て
先
に
送
付
ま
た
は
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
一
人
で
何
通
応
募
さ
れ

て
も
結
構
で
す
。

●
応
募
先

〒
９
６
７
―
０
０
０
４

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西
上
川

原
乙
６５

南
会
津
地
方
広
域
消
防
本
部
内

南
会
津
消
防
設
備
協
会

「
防
火
標
語
」
係

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

boukahyougo@
live.jp

●
発
表

　

新
聞
紙
上
で
発
表
す
る
と
と
も

に
、入
賞
者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

南
会
津
消
防
本
部
予
防
課
内

南
会
津
消
防
設
備
協
会
事
務
局

☎
０
２
４
１
―
６
２
―
２
１
４
１

町
民
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
中

南
会
津
地
方
統
一防

火
標
語

軽油に課せられる軽油引取税を脱税する目的で、軽油に灯油や重油を混ぜるなどして製造さ
れる燃料、いわゆる「不正軽油」が正常な軽油と偽って販売、使用されています。この不正軽
油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染やエンジン故障の原因、公正な市場競争の阻害、更に
は暴力団等の資金源にもつながります。県では、10月を「不正軽油撲滅強化月間」とし、関係
団体と協力して不正軽油の排除に取り組んでおりますが県民の皆さんからの情報提供も欠かせ
ません。不正軽油の製造や販売、使用に関する情報がありましたら、下記までご連絡ください。

10月は「不正軽油撲滅強化月間」

福島県庁総務部税務課　　　☎０２４－５２１－７２０５
　　　　　　　　　　　　　メール　zeimu@pref.fukushima.lg.jp
南会津地方振興局県税部　　☎０２４１－６２－５２１３
　　　　　　　　　　　　　メール　minamiaizu.kenzei@pref.fukushima.lg.jp

問い
合わせ
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２日	只見駅前通りウキウキわいわい
フェスタ

３日	職員・監査員辞令交付式、只見町
議会9月会議、松坂峠の通年通行と
ふるさと再生を考える集い

７日	臨時庁議
８日	市町村対抗福島県軟式野球大会開

会式
９日	敬老会、三瓶藤助氏叙勲祝賀会
１０日	季の郷湯ら里取締役会、ユネスコ

エコパーク住民説明会（只見地区）
１１日	会津ただみ振興公社取締役会、ユ

ネスコエコパーク住民説明会（朝
日地区）

１２日	ユネスコエコパーク住民説明会（明
和地区）

１３日	臨時庁議、只見高校振興対策懇談
会

１８日	只見町議会9月第2回会議（～28日）
２６日	絆強化プロジェクトベトナム高校

生被災地訪問ツアー歓迎
２９日	只見高校体験入学会、奥会津ロッ

クフェスティバル

町 長 室 日 誌
〈　9　月　分　〉

原子力災害に係る不動産取得税の軽減制度
避難区域等の見直しにより、避難指示解除準備区域に指定さ

れた区域に家屋とその敷地等をお持ちの方が、県内にそれらに
代わる家屋とその敷地等を新たに取得した場合、一定の要件を
満たしていれば、区域内の家屋等と同じ面積までの不動産取得
税の額が軽減されます。

なお、帰還困難区域等についても同様の制度がありますので、
詳しくは新たに取得した家屋等の所在地を所管する地方振興局
県税部までお問い合わせください。

【問い合わせ】
県北地方振興局県税部　　☎０２４−５２３−４６９９
県中地方振興局県税部　　☎０２４−９３５−１２５４
県南地方振興局県税部　　☎０２４８−２３−１５１７
会津地方振興局県税部　　☎０２４２−２９−５２５４
南会津地方振興局県税部　☎０２４１−６２−５２１３
相双地方振興局県税部　　☎０２４４−２６−１１２６
いわき地方振興局県税部　☎０２４６−２４−６０３３

１０
月
１５
日
（
月
）
～
２１
日
（
日
）

の
一
週
間
は「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
及

び
市
町
村
）
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事

に
関
し
て
、
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ

と
、
心
配
な
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ

と
、
要
望
し
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手

伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

只
見
町
で
は
、
行
政
相
談
週
間
中

も
、
行
政
相
談
委
員
が
自
宅
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
に
よ

り
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

１０
月
１６
日
（
火
）

・
午
前
１０
時
～
正
午

明
和
地
区
セ
ン
タ
ー

・
午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時
３０
分

只
見
地
区
セ
ン
タ
ー

●
只
見
町
の
行
政
相
談
委
員

▽
菅
家
三
保
子
さ
ん

▽
只
見
字
雨
堤
１
０
５
４
番
地
の
２

▽
☎
０
２
４
１
―
８
２
―
２
１
９
２

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
企
画
課
総
務
班

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
２
１
０

新
規
に
大
学
等
を
卒
業
予
定
の

方
、
平
成
２２
年
３
月
以
降
に
卒
業
し

て
現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
県
内
に
就
業
場
所
又
は
営

業
拠
点
を
有
し
、
正
社
員
と
し
て
雇

用
す
る
計
画
の
あ
る
事
業
所
と
、
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

▽
１１
月
２１
日
（
水
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

▽
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

（
郡
山
市
南
２
―
５２
）

●
主
催

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
新
卒

応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
島
県

●
内
容

　

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事

担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
、
各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・

情
報
提
供
等

●
そ
の
他

①
事
前
申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
一
週
間
前

に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
４
―
５
２
９
―
５
３
９
６

次
に
よ
り
、
障
が
い
者
の
雇
用
促

進
を
図
る
た
め
、
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時
　
１１
月
１５
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
午
後
４
時

●
場
所

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

展
示
ホ
ー
ル

（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
９０
）

▼
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

　
　
　
　
　
　
　

専
門
援
助
部
門

☎
０
２
４
２
―
２
６
―
３
３
３
３

秋
の
行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
所
開
設

ふ
く
し
ま
大
卒
等

合
同
就
職
面
接
会

障
が
い
者
就
職
面
接
会
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人のうごき

あ
と
が
き

町民の消息

★きみはいい子
中脇初枝／著　（ポプラ社）

児童虐待をテーマに、５つの短編小説
がまとめられています。

大きな闇の中で、こどもは自分自身
を責めます。日々悲しい時間を過ごし、
救いを求めることもできないでいます。
負の連鎖。重い暗い内容を静かな文章
で綴っています。「理解すること」「そ
れでいい」「悪くない」と伝えることが
重要だと思い知らされます。関係ない

と目をつむらずに身近に潜む問題として、一読することを
お薦めします。

★コんガらガっち・
　どっちにすすむ？の本

ユーフラテス／さく　（小学館）
ＮＨＫの教育番組「ピタゴラスイッ

チ」のスタッフが作った、遊び絵本。
「どっちにすすむ？の本」「おそるお

そるすすめ！の本」「あっちこっちすす
め！の本」３冊同時に購入しました。親
子でめくって楽しく会話がはずむ本で
す。

★「自分磨き」はもう卒業！がんばらずに
ぐんぐん幸運を引き寄せる方法

鈴木真奈美／著　（PHP研究所）
「あなたはもっと幸せになるために生

まれてきた」
成功哲学のコーチングや研修を行なっ

ている中で知り得た、「成功する人の共
通点」をまとめたものです。すこし疲れ
てしまっている方、うまく行かないな、
と感じてしまっている方、たまには気楽
な本を読んでみてはいかがでしょうか。

★いつもたくさんのご利用をありがとうございます。
図書室に有益と思われる図書がありましたら、お知
らせください。

町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
実
り
の
秋
が
訪
れ
ま
し
た
。
黄

金
色
の
田
ん
ぼ
に
は
大
き
く
育
っ

た
稲
が
こ
う
べ
を
垂
ら
し
、
今
年

も
豊
作
の
予
感
が
し
ま
す
。
▽
誰

も
が
お
い
し
い
と
感
じ
る
只
見
産

米
の
安
全
を
確
認
す
る
た
め
、
放

射
性
物
質
の
全
袋
検
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
▽
昨
年
の
豪
雨
災

害
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
、
大
型

車
両
が
頻
繁
に
走
行
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
は
農
作
業
も

ピ
ー
ク
と
な
り
道
路
も
混
雑
し
ま

す
の
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

み
ん
な
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
ク
マ
の
出
没
に
も
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平成24年９月1日現在

人　口　　  ４，７８４（－１）
　男　　  　２，３００（±０）
　女　　  　２，４８４（－１）
世帯数　  　１，８４１（－１）
高齢化率　　４１．３％　　   　

※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。
……………………………………………………………

転入　９　転出　４　出生　０　死亡　６

まちづくり推進員
若林　奈津子

朝日地区センター
図書室☎ 84 ｰ 2059

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
届出のときにその旨をお伝えください。

（９月１日～９月３０日届出分 ･ 敬称略）

■ご結婚おめでとうございます
大　倉　三瓶　達也 ♡ 郡山市　渡邉　久　美

八木沢　須佐　幸信 ♡ 千葉県　篠崎　ゆう子

■おくやみ申し上げます
若　林　和　夫	 81歳	 布 沢

新　國　ツギ子	 78歳	 只 見

馬　場　生　一	 88歳	 塩 ノ 岐

三　瓶　ヨシノ		 98歳	 長 浜
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こ
の
広
報
紙
は
再
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紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

９月９日に行われた初戦、二本松市に「７対０」でコールド勝ちした只見町チ
ームは、勢いに乗り９月２９日に天栄村と対戦、見事「５対１」で完勝し、初の３
回戦進出を決めました。次の対戦チームは、昨年の本大会覇者、福島市です。

福島市とは過去に対戦し完敗して
いますが、ベスト８進出を目指し、
只見町チームはリベンジに燃えて
います。福島市との試合は１０月１４
日の午前８時から、あづま球場（福
島市）で行われます。応援よろし
くお願いします。

― 市町村対抗軟式野球大会　只見町チーム　３回戦進出 ―

ミツバアケビ
（学名：Akebia trifoliata ）

［アケビ科　アケビ属］

ミツバアケビは、つる性の落葉植物で３枚の小葉を持ち、４

月から５月にかけて雌雄で形の異なる紫色の小さな花をつけま

す。只見ではミツバアケビのことをアケビと呼んでいます。

アケビの仲間には葉が３枚の小葉に分かれる“ミツバアケビ”

と５枚の小葉に分かれる“アケビ”、そしてこれらが交雑した雑

種“ゴヨウアケビ”があり、只見には“ミツバアケビ”が広く分布しています。

５月頃に花をつけたミツバアケビは、夏に楕円形の果実をつけます。１０月頃に熟した果実は、厚

い果皮がぱっくりと口を開き、白い果肉が顔を出します。

果肉は多数の硬い種子を含みますが、甘みがあり種ごと飲むようにして食べることができます。厚

い果皮は、きざんで炒め物にしたり、ひき肉を詰めて揚げ物にします。春に伸びた新芽はおひたしな

どにして食べられます。

また、ミツバアケビのツルは丈夫なので、秋にツルを収穫し、カゴなどを編む材料として使われます。

企画展示 ○「つる植物の生態と利用」展
樹木に取り付き生育するつる植物の生態と、昔から今に至るまでの様々な
利用法を、パネルや実物展示で紹介します。
期　間　：　１０月１日（月）～１２月１６日（日）

お知らせ ○ブナセンター紀要刊行
只見地域の自然環境について基礎調査を行い、その成果を
冊子にまとめた「ブナセンター紀要」が刊行されました。
ただみ・ブナと川のミュージアムでご覧いただけます。また、
ご希望の方には差し上げます。ぜひ、ご来館ください。

℡0241(72)8355


